
【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】

【カリキュラムマップ】
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1 基礎演習Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○

2 基礎演習Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 〇

3 国際コミュニケーションⅠ 1 1 ○ ○ ○

4 国際コミュニケーションⅡ 1 1 ○ ○ ○

5 国際コミュニケーションⅢ 1 1 ○ ○ ○

6 国際コミュニケーションⅣ 1 1 ○ ○ ○

7 心理学 1 2 ○ ○ ○ ○

8 経済学 1 2 ○ ○ ○

9 憲法 1 2 ○ ○ ○

10 倫理学 1 2 ○ ○ ○

11 健康科学概論 1 1 ◎ ○

12 自然科学概論 1 2 ○ ○

13 情報処理演習 1 2 ◎ ○

14 スポーツと健康Ⅰ　 1 1 ○ ○ ○

15 スポーツと健康Ⅱ　 1 1 ○ ○ ○

16 ヒューマンケアのための多職種連携　※全学教育センター科目 1 2 ○ ○ ○

17 人間関係とコミュニケーション 1 2 〇 ○ ○ 〇

18 こころとからだ　　※全学教育センター科目 1 2 ○ ○ ○

19 福祉社会入門　　※全学教育センター科目 1 2 ○ ○ ○

20 社会学 2 2 ○ ○ ○

21 統計学演習 2 2 ◎ ○ ○

22 介護福祉論Ⅰ 1 2 ○ 〇

23 医学一般Ⅰ（からだのしくみ） 1 2 ○ ○

24 生活支援技術Ⅰ（からだのしくみ） 1 2 ○ ○ ○

25 医学一般Ⅱ（認知症の理解） 1 2 ○ ○ ○

26 生理学 1 2 ○ ○ ○

27 地域包括ケアシステム論 1 2 〇 〇 〇

28 人間発達学 1 1 〇 〇 〇

29 リハビリテーション概論 2 2 ○ ○ ○ ○

30 社会福祉原論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

31 介護福祉論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ ○

32 社会調査法 3 2 ○ ○ ○

33 社会福祉原論Ⅱ 3 2 ○ ○ ○

34 生活支援技術Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○

35 生活支援技術演習Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

36 生活支援技術演習Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○

37 介護過程 1 2 ○ ○ ○ ○

38 介護過程演習Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

総
合
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専攻
ＤＰ1

学部
共通
ＤＰ1

学部
共通
ＤＰ2

学部
共通
ＤＰ3

専攻
ＤＰ2

専攻
ＤＰ3

専攻
ＤＰ4

専攻
ＤＰ5

専攻
ＤＰ6

●学部共通
＜知識・理解＞
　１．健康の概念を多面的に理解し、人の尊厳と個人や社会がもつ文化の多様性を理解することができる。
＜汎用的技能＞
　２．国際的な視点と高いコミュニケーション能力を備え、情報通信技術を用いて（専門領域における）最新かつ的確な情報を収集
し、これに基づく科学的かつ論理的分析と課題解決ができる。
＜態度・志向性＞
　３．健康な暮らしをサポートするための高い倫理観と深い人間観を身につけ、社会の一員として社会的責任を果たすために積極的
に関与できる。

●リハビリテーション学科
【介護学専攻】
＜知識・理解＞
　１．リハビリテーションを学ぶ上で必要な医療・保健・福祉の基本的知識を理解することができる。
　２．対象者が抱えている生活問題について、社会の動きと関連づけながら理解し、問題解決に向けた実践に活かすことができる。
＜汎用的技能＞
　３．介護福祉士として多面的な生活支援を展開するための技能を修得し、実際の援助場面において活用することができる。
　４．福祉専門職として相談援助を展開するための技能を修得し、実際の援助場面において活用することができる。
 ＜態度・志向性＞
　５．医療、保健、福祉に関する専門職の一員として役割と責任を自覚し、それらに関する問題を解決するために他の職種と協調・
協働して行動できる。【学科共通】
　６．対象者の生活状態を的確に把握し、介護福祉士および社会福祉士として適切な関わりを思考することができる。
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39 家政学Ⅰ（調理実習） 1 1 ○ ○ ○

40 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 1 2 ○ ○ ○

41 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○

42 認知症介護 1 2 ○ ○ ○ ○

43 社会保障論Ⅰ 1 2 ○ ○ ○

44 介護総合演習Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

45 介護総合演習Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

46 介護過程演習Ⅱ 2 1 ○ ○ ○

47 介護過程演習Ⅲ 2 1 ○ ○ ○ ○

48 介護総合演習Ⅲ 2 1 ○ ○ ○

49 リハビリテーション介護 2 1 ○ ○ ○ ○

50 多職種連携 2 2 ○ ○ ○

51 家政学Ⅱ（家庭経営） 2 2 ○ ○ 〇

52 障害者福祉論 2 2 ○ ○ ○ ○

53 高齢者の理解 2 1 ○ ○ ○ ○

54 生活支援技術Ⅲ（運動機能・内部障害） 2 2 ○ ○ ○ ○

55 生活支援技術Ⅳ（視覚・聴覚障害） 2 2 ○ ○ ○

56 地域福祉論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○

57 ソーシャルワーク論Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

58 ソーシャルワーク論Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

59 障害の理解 2 2 ○ ○ ○ ○

60 公的扶助論 3 2 ○ ○ ○

61 家政学Ⅲ（住居） 3 2 ○ ○ ○

62 福祉用具と住環境 3 2 ○ ○ ○ ○

63 心理的支援 3 2 ○ ○ ○ ○

64 高齢者福祉論 3 2 ○ ○ ○ ○

65 地域福祉論Ⅱ 3 2 ○ ○ ○

66 ソーシャルワーク演習Ⅰ 3 1 ○ ○ ○ ○

67 ソーシャルワーク演習Ⅱ 3 1 ○ ○ ○ ○

68 ソーシャルワーク演習Ⅲ 3 2 ○ ○ ○ ○

69 リスクマネジメント 3 2 ○ ○ ○

70 ターミナルケア 3 2 ○ ○ ○

71 福祉サービス組織経営論 3 2 ○ ○ ○ ○

72 医療福祉論 3 2 ○ ○ ○ ○

73 権利擁護と成年後見 3 2 ○ ○ ○

74 社会保障論Ⅱ 3 2 ○ ○ ○

75 ソーシャルワーク論Ⅲ 3 2 ○ ○ ○

76 ソーシャルワーク論Ⅳ 3 2 ○ ○ ○

77 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 3 1 ○ ○ ○ ○

78 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3 1 〇 〇 〇 〇

79 医療的ケア 3 2 ○ ○ ○ ○

80 医療的ケア演習（吸引） 3 1 ○ ○ ○ ○

81 医療的ケア演習（経管栄養） 3 1 ○ ○ ○ ○

82 介護学研究Ⅰ 3 2 ○ ○ ○ ○

83 疾患と生活支援 4 2 ○ 〇 〇

84 基礎バイオメカニクス 4 1 ○ ○ ○

85 中枢神経障害のリハビリテーション 4 1 ○ ○ ○

86 整形外科系障害のリハビリテーション 4 1 ○ ○ ○

87 高次脳機能障害リハビリテーション 4 1 ○ ○ ○

88 精神障害リハビリテーション 4 1 ○ ○ ○

89 司法福祉論 4 2 ○ ○ ○

90 児童家庭福祉論 4 2 ○ ○ ○

91 生活支援技術演習Ⅲ 4 1 ○ ○ ○ ○

92 介護学研究Ⅱ 4 2 ○ ○ ○ ○

93 介護過程演習Ⅳ 4 1 ○ ○ ○ ○

94 ソーシャルワーク演習Ⅳ 4 1 ○ ○ ○ ○

95 ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 4 1 ○ ○ ○ ○

96 介護実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○

97 介護実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○ ○

98 介護実習Ⅲ 2 5 ○ ○ ○ ○

99 ソーシャルワーク実習 3 4 ○ ○ ○ ○
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